
(1) 東京農業大学校友会 神奈川県支部 湘南なぎさ会 会報 2025年号 

 

昨
年
の
雪
辱

を
果
た
す
！ 

 

秋
も
深
ま
り
、
農
大
キ
ャ
ン

パ
ス
の
銀
杏
の
木
も
色
づ
き

始
め
、
秋
の
深
ま
り
と
共
に
冬

の
足
音
が
聞
こ
え
始
め
、
箱
根

駅
伝
が
近
づ
く
季
節
と
な
り

ま
し
た
。 

去
る
10
月
18
日
（
土
）
に

第
102
回
東
京
箱
根
間
往
復
大

学
駅
伝
競
走
予
選
会
が
東
京

都
立
川
市
の
陸
上
自
衛
隊
立

川
駐
屯
地
並
び
に
国
営
昭
和

記
念
公
園
に
て
催
行
さ
れ
ま

し
た
。 

本
年
よ
り
近
年
の
季
節
外

の
猛
暑
か
ら
選
手
を
守
る
た

め
、
例
年
よ
り
競
技
時
間
を
１

時
間
繰
り
上
げ
て
８
時
半
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

伝
統
よ
り
も
選
手
生
命
を

守
る
配
慮
が
変
革
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。 

今
年
は
42
校
が
参
加
し
、

箱
根
駅
伝
本
大
会
に
出
場
で

き
る
の
は
上
位
10
校
ま
で
で

あ
り
、
箱
根
駅
伝
各
区
間
と
同

じ

く

ハ

ー

フ

マ

ラ

ソ

ン

（2
1
.0

9
7
5
k
m

）
の
10
人
合

計
タ
イ
ム
で
競
わ
れ
ま
す
。 

昨
年
は
惜
し
く
も
１
秒
に

泣
き
、
箱
根
本
戦
出
場
を
逃
し

ま
し
た
が
、
今
年
は
ニ
ー
ス
等

で
賑
わ
い
ま
し
て
ご
存
じ
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
総
合
６
位
に

て
予
選
通
過
、
１
月
２
日
、
３

日
の
本
戦
出
場
権
を
獲
得
い

た
し
ま
し
た
。 

陸
上
競
技
部
男
子
長
距
離

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
一
年
間

「
こ
の
１
秒
を
忘
れ
る
な
！

『
松
葉
緑
の
革
命
』
」
と
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
悔
し
さ

を
バ
ネ
に
日
々
練
習
に
励
ん

で
き
ま
し
た
。 

練
習
内
容
を
選
手
が
考
案

し
、
定
期
的
に
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
、
大
会
の
戦
略
・

練
習
の
改
善
点
を
全
員
で
共

有
す
る
な
ど
、
学
生
が
主
体

で
チ
ー
ム
を
作
り
、

運
営
し
て
き
た
と
の

こ
と
。 

日
々
の
練
習
や
生

活
面
に
お
い
て
も
、

学
年
を
超
え
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
密
に
と
り
、
互
い

を
高
め
つ
つ
支
え

合
っ
て
来
た
と
の
こ

と
で
す
。 

予
選
会
当
日
の
朝

は
快
晴
で
し
た
が
、

前
述
の
通
り
開
催
が

今
予
選
会
で
は
１
時

間
早
い
こ
と
も
あ

り
、
昨
年
の
猛
暑
と

は
打
っ
て
変
わ
り
、

７
度
ぐ
ら
い
低
い
気

温
（
17
℃
位
）
で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。 

レ
ー
ス
展
開
は
、

全
体
を
通
し
、
農
大

は
全
12
名
出
場
の

内
、
前
グ
ル
ー
プ
５

名
、
後
グ
ル
ー
プ
と

い
っ
た
集
団
走
で
の

戦
略
を
と
り
大
会
に

臨
み
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
各
計
測
ポ
イ

ン
ト
で
は
主
力
前
グ

ル
ー
プ
の
５
名
通
過

で
は
、
農
大
が
通
過
順
位
毎

回
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

序
盤
は
、
集
団
走
行
の
た

め
５
㎞
地
点
で
は
11
位
、
次

の
10
㎞
地
点
で
は
、
７
位
に

浮
上
、
15
㎞
地
点
で
５
位
に

な
り
、
総
合
は
一
つ
順
位
を

下
げ
６
位
で
し
た
。 

９
・
10
番
目
の
選
手
は
同

時
に
ゴ
ー
ル
し
た
の
を
見
届

け
ま
し
た
が
、
10
人
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
順
位
は
12
校
目

だ
っ
た
の
で
、
結
果
発
表
ま

で
ど
う
な
の
か
、
皆
様
ひ
や

ひ
や
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。 

エ
ー
ス
前
田(

３
年)

が
今
予

選
会
に
復
帰
し
、
最
後
ま
で

他
校
エ
ー
ス
と
張
合
い
な
が

ら
引
っ
張
っ
た
こ
と
も
去
る

こ
と
な
が
ら
、
他
、
上
位
４

名[

栗
本(

３
年)

、
原
田(

４

年)

、
深
堀(

４
年)

、
小
島(

４

年)]

の
走
り
は
、
予
選
会
を

見
渡
し
て
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
走
り
で
し
た
。 

後
方
に
少
し
離
れ
て
い
た

後
グ
ル
ー
プ
の
農
大
６
番
目

の
井
坂(

１
年
）
も
10
㎞
過
ぎ

て
か
ら
圧
巻
の
走
り
で
、
90

番
上
げ
る(

90
人
抜)

大
幅
な

順
位
ア
ッ
プ
で
底
上
げ
に
大

き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
特
に

２年振り !  農大箱根路に帰る !!  

【編集発行人】 湘南なぎさ会会長 神田務 

前田選手、原田選手が見える 
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15
㎞
過
ぎ
の
追
い
上
げ
が
素

晴
ら
し
か
っ
た
様
子
で
す
。 

終
わ
っ
て
見
る
と
全
員
が

気
迫
の
走
り
で
、
１
年
生
、

２
年
生
の
中
堅
の
頑
張
り
も

含
め
、
上
級
生
の
層
が
こ
の

１
年
で
厚
く
な
っ
た
こ
と
が

結
果
に
繋
が
り
ま
し
た
。 

当
落
選
圏
内
の
勝
利
の
カ

ギ
と
な
る
100
位
内
に
半
数
入

る
と
い
う
課
題
は
、
今
予
選

会
で
言
え
ば
６
人
が
ク
リ
ア

し
、
そ
の
内
４
名
が
14
位
～

41
位
と
敢
闘
し
ま
し
た
。 

来
年
正
月
２
日
、
３
日

は
、
皆
様
で
沿
道
で
応
援
を

し
ま
し
ょ
う
。
当
会
で
も
応

援
ブ
ー
ス
の
確
保
に
Ｏ
Ｂ
諸

兄
が
動
い
て
お
り
ま
す
。 

選
手
も
一
丸
と
な
り
、
箱

根
駅
伝
本
戦
で
は
、
念
願
の

シ
ー
ド
権
獲
得
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。 

 
 (

敬
称
略) 

                           

                                 

    

   

           

 
 

駅伝ルート 

３区・８区 

沿
道
で
の
応
援
に
は
、
東
京
農
業

大
学
公
式
応
援
ブ
ー
ス
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
。 

駅
伝
両
日
は
、
沿
道
で
の「
た
く

さ
ん
の
応
援
」に
よ
り
、
選
手
と
共

に
箱
根
駅
伝
を
体
感
し
ま
し
ょ
う
。 

３
区
・
８
区
の
当
会
の
会
場
は
、

「
藤
沢
会
場
（
Ｊ
Ａ
さ
が
み
鵠
沼
支

店
付
近
）」の
み
と
な
り
ま
す
。 

農
大「
の
ぼ
り
旗
」が
目
印
で
す
。 

ご
家
族
・
お
友
達
お
誘
い
の
上
、

是
非
お
越
し
下
さ
い
。 

 

※「
大
根
」の
配
布
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
会
規
定
に
よ
り
禁
止
と
な
り

ま
し
た
。 

箱
根
駅
伝 

湘
南
な
ぎ
さ
会 

応
援
会
場
の
ご
案
内 

【ＪＡさがみ 鵠沼支店】 

神奈川県藤沢市本鵠沼 2-5-19 

※藤沢警察署 正面 

※小田急線「本鵠沼駅」徒歩８分 

徒歩 8 分 

【個人成績】

  14位 1:02:12 148 前田　和摩 (3) ・兵　庫

  21位 1:02:21 147 栗本　航希 (3) ・岐　阜

  27位 1:02:35 143 原田　洋輔 (4) ・神奈川

  30位 1:02:38 144 深堀　　優 (4) ・佐　賀

  41位 1:03:01 141 小島　岳斗 (4) ・埼　玉

  92位 1:03:45 153 井坂　　光 (1) ・茨　城

151位 1:04:20 152 菅原　匠人 (2) ・埼　玉

165位 1:04:29 154 内田　温規 (1) ・千　葉

206位 1:04:49 149 松江　耕輔 (3) ・学　連

208位 1:04:49 146 植月　俊太 (3) ・岡　山

【総合成績】

1 中央学院大学 10時間32分23秒

2 順天堂大学 10時間32分35秒

3 山梨学院大学 10時間32分44秒

4 日本大学 10時間32分57秒

5 東海大学 10時間34分07秒

6 東京農業大学 10時間34分59秒

7 神奈川大学 10時間36分07秒

8 大東文化大学 10時間36分12秒

9 日本体育大学 10時間36分14秒

10 立教大学 10時間36分56秒

11 法政大学 10時間37分13秒

12 明治大学 10時間38分54秒

箱

根

駅

伝

本

戦

出

場
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秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
、

紅
葉
や
収
穫
、
行
事
な
ど
喜

び
を
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
ご
活
躍
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
日
頃
よ
り
当
会

の
諸
活
動
に
ご
協
力
、
ご
理

解
頂
き
、
誠
に
有
難
く
存
じ

ま
す
。 

去
る
令
和
７
年
７
月
第
１

週
の
５
日
（
土
）
、
藤
沢
商
工

会
館
ミ
ナ
パ
ー
ク
３
階

303

会
議
室
に
て

27
回
総
会
を

実
施
し
ま
し
た
。 

加
藤
恒
雄
氏 

神
奈
川
県
支

部
長
を
は
じ
め
、
松
居
靖
雄
氏 

湘
南
稲
桜
会
会
長
を
来
賓
に

迎
え
、
21
名
の
参
加
者
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
受
験

生
を
持
つ
会
員
で
二
部
講
演

を
聴
き
に
親
子
参
加
も
あ
り

ま
し
た
。 

活
動
報
告
と
し
て
、
役
員

会
を
６
回
実
施
、
他
大
学
と

交
流
を
含
め
た
ミ
ニ
収
穫
体

験
を
10
月
20
日
実
施
、
湘
南

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ

（
Ｓ
Ｕ
Ｃ
）
交
流
会
へ
の
参

加
、
校
友
会
県
支
部
役
員
会
、

県
下
地
域

分
会
の
総

会
参
加
、

校
友
会
本

部
へ
の
様
々
な
依
頼
を
実
施

し
ま
し
た
。 

収
支
決
算
報
告
、
事
業
計

画
案
、
収
支
予
算
案
が
上
程

さ
れ
、
審
議
の
も
と
全
議
案

が
全
会
一
致
で
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

以
下
抜
粋
に
て
概
要
を
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 【
令
和
７
年
度
事
業
計
画
】 

 

※
実
施
報
告
含
む
。 

 
(

１)

通
常
総
会
の
開
催 

(

２)

箱
根
駅
伝
の
応
援
準
備 

➡

会
場
検
討
、
確
保
依
頼
、

会
場
準
備
。 

本
戦
出
場
想
定
と
し
、
新

た
な
応
援
方
法
の
検
討
。
校

友
会
本
部
・
県
支
部
と
連
携
。 

 

(

３)

箱
根
駅
伝
予
選
会
応
援

➡

後
藤
副
幹
事
長
他
、
個
別

に
応
援
参
加
。 

(

４)

親
睦
会･

会
員
間
親
睦

強
化
、
女
性
会
員
増
強
活
動 

➡

当
会
親
睦
会
開
催
。
親
睦

深
め
る
企
画
の
検
討
。 

(

５)

Ｓ
Ｕ
Ｃ
と
の
交
流 

➡

令
和
７
年
９
月
15
日
。 

幹
事
校 

: 

駒
澤
大
学 

(

６)

収
穫
体
験
等
の
イ
ベ
ン

ト
検
討
・
実
施 

➡

令
和
６
年
度
は
有
志
に
て

ミ
ニ
体
験
実
施
。 

(

７)

広
報
の
発
行 

(

８)

役
員
会
の
開
催 

➡

通
常
通
り
実
施
。 

 

【
陸
上
部
支
援
金
】 

「
箱
根
へ
の
道
ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ

ン
募
金
」
と
し
て
、
５
万
７

千
円
を
９
月
、
５
月
に
校
友

会
本
部
へ
送
金
。 

第
二
部
記
念
講
演
は
、
世

田
谷
本
校
よ
り
武
田
晃
治
教

授[
大
学
院
農
学
研
究
科
環

境
共
生
学
専
攻
（
博
士
課

程
）
、
地
域
創
成
科
学
科 

教

職
課
程 

化
学
教
育
研
究
室]

（
平
16-

院
化
博
）
を
お
招

き
し
、
『
「
教
え
て
・
食
べ

て
・
考
え
る
」
ザ
リ
ガ
ニ
研

究
の
未
来
』
と
い
う
演
目
で

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

子
ど
も
の
頃
や
親
・
祖
父

母
に
な
っ
て
、
子
や
孫
と

釣
っ
た
り
捕
ま
え
た
り
、

飼
っ
た
り
、
子
供
に
と
っ
て

は
身
近
で
カ
ッ
コ
イ
イ
、
ま

た
近
年
は
特
定
外
来
生
物
と

し
て
放
流
・
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ

リ
ー
ス
が
法
律
で
禁
止
さ

れ
、
な
に
か
と
騒
が
れ
が
ち

な
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
で
す

が
、
そ
の
活
用
を
科
学
的
に

研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
で
は
多
く
は
殺
処
分

さ
れ
る
未
利
用
資
源
で
す

が
、
世
界
を
見
る
と
、
水
生

生
物
で
は
養
殖
13
位
、
サ
ケ

の
２
分
の
一
の
生
産
量
を
誇

る
有
用
資
源
と
の
こ
と
。
養

殖
さ
れ
る
ザ
リ
ガ
ニ
類
の

99
％
が
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ

ニ
で
、
そ
の
内
、
中
国
が
生

産
量

33
％
を
占
め
る
注
目

の
生
物
と
の
こ
と
。
こ
こ
で

も
中
国
の
存
在
感
が
際
立
っ

て
い
ま
す
。
代
替
タ
ン
パ
ク

と
し
て
、
殻
も
フ
ン
も
含
め
、

食
品
、
医
薬
品
、
飼
料
、
肥
料

と
し
て
も
利
用
可
能
な
ス
ー

パ
ー
生
物
と
の
こ
と
で
す
。 

水
田
を
行
っ
て
い
る
方
に

は
少
々
厄
介
者
に
感
じ
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
合
鴨
農
法

の
代
替
に
な
り
、
稲
の
根
の

促
進
、
害
虫
駆
除
を
担
う
存

在
に
も
な
る
と
の
こ
と
。 

武
田
先
生
は
、
カ
ラ
フ
ル

ザ
リ
ガ
ニ
を
作
成
し
、
雑
食

を
生
か
し
、
食
べ
さ
せ
た
食

物
（
餌
）
に
含
ま
れ
る
成
分

の
体
色
変
化
に
よ
る
生
理
機

構
の
可
視
化
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。 

高
タ
ン
パ
ク
・
低
脂
質
で

あ
り
イ
ノ
シ
ン
酸(

う
ま
味

成
分)

も
豊
富
な
こ
と
か
ら
、

特
産
品
・
雇
用
の
創
出
と

い
っ
た
地
域
お
こ
し
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う

で
す
。
食
料
危
機
問
題
の
解

決
策
の
一
つ
と
し
て
も
着
目

し
、
ア
フ
リ
カ
ケ
ニ
ア
で
の

共
同
研
究
も
進
ん
で
い
る
な

ど
、
農
大
ら
し
い
貴
重
な
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
三
部
は
懇
親
会
と
し

て
、
旧
知
の
親
睦
を
深
め
、

第
27
回
湘
南
な
ぎ
さ
会
総
会
を
開
催 
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ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
を
盛
大
に

実
施
し
ま
し
た
。 

景
品
を
出
し
て
下
さ
っ
た

方
々
に
は
改
め
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

最
後
に
恒
例
の
後
藤
茂
樹

副
幹
事
長
に
よ
る
陸
上
部
の

近
況
と
気
に
な
る
エ
ー
ス
前

田
選
手
の
仕
上
が
り
等
、
箱

根
駅
伝
予
選
会
・
本
戦
へ
の

意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
報

告
で
し
た
。
そ
の
後
こ
れ
ま

た
恒
例
の
後
藤
副
幹
事
長
の

エ
ー
ル
に
始
ま
る
学
歌
斉
唱

に
よ
り
、
盛
況
裡
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。 

✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽ 

今
年
の
夏
も
猛
暑
で
、
野

菜
や
ら
果
樹
や
ら
の
収
穫
に

も
影
響
が
出
て
お
り
ま
し

た
。
彼
岸
花
も
彼
岸
に
は
咲

か
ず
、
10
日
程
遅
れ
た
と
体

感
し
ま
す
。 

皆
様
に
は
体
調
に
気
を
付

け
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎

え
と
共
に
、
正
月
２
日
、
３

日
箱
根
駅
伝
に
は
、
母
校
後

輩
の
応
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

重
ね
て
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

来
年
の
総
会
は
２
０
２
６

年
７
月
４
日
（
土
）
15
時
開
催

予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
と
直
接
お
目
に
か
か

れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お

り
ま
す
。 

湘
南
な
ぎ
さ
会
も
、
早
い
も

の
で
設
立
27
年
と
な
り
ま
し

た
。
箱
根
駅
伝
出
場
・
応
援
が

一
番
の
親
睦
と
な
る
こ
と
は

確
信
し
て
お
り
ま
す
が
、
烏
兎

怱
怱
の
時
代
、
当
会
の
運
営
に

お
い
て
新
た
な
力
、
若
い
力
も

欲
し
て
お
り
ま
す
。 

一
人
で
も
多
く
の
会
員
が

増
え
れ
ば
、
湘
南
な
ぎ
さ
会
の

す
そ
野
も
広
が
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
き
っ
か
け
を
会

員
全
員
で
実
践
し
、
仲
間
を
増

や
し
勧
め
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

も
し
お
近
く
に
卒
業
生
、
関

係
者
が
い
ま
し
た
ら
、
「
駅
伝

見
よ
う
よ
」
で
も
良
い
の
で
、

お
声
か
け
下
さ
い
。 

✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽ 

紙
だ
け
で
な
く
、
動
画
や
記

事
を
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
で
見
ら
れ
た
ら
、
ま
た

違
っ
た
交
流
が
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
「
取
材
を
受
け

た
」
、
「
こ
ん
な
こ
と
を
し
て

い
る
」
、
「
こ
ん
な
も
の
作
っ

た
」
、
「
お
知
ら
せ
し
た
い
こ

と
が
あ
る
」
と
い
う
方
は
、
遠

慮
な
く
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

校
友
会
本
部
に
て
組
織
の

動
向
、
Ｏ
Ｂ
同
士
の
動
向
、
各

種
手
続
き
、
県
内
外
支
部
等
の

活
動
な
ど
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。 

住
所
変
更
が
あ
っ
た
場
合

も
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
お
願
い
し
ま
す
。 

【
h
ttp

s://w
w

w
.n

o
d
ai-

k
o
y
u
k
ai.jp

/ 

】 

去
る
令
和
７
年
９
月
６
日

(

土)

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
ヨ
コ
ハ

マ
（
横
浜
市
中
区
、
横
浜
中
華

街
前
）
に
て
、
令
和
７
年
度
神

奈
川
県
支
部
総
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

県
下
会
員
は

60

名
の
参

加
、
当
会
か
ら
神
田
、
橋
本
、

大
久
保
、
渋
谷
、
後
藤(

茂
樹)

、

後
藤(

和
哉
）
、
浅
間
（
敬
称
略
）

の
７
名
に
て
参
加
し
ま
し
た
。 

神
奈
川
県
支
部
総
会
は
、
隔

年
に
て
開
催
と
な
り
ま
す
が
、

前
回
ま
で
の
会
場
は
東
京
農

大
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
趣
向

を
変
え
て
久
方
振
り
の
横
浜

開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

定
期
総
会
は
松
居

靖
雄
副
支
部
長 

（
昭

43-

院
化
修
）
の
開
会

の
こ
と
ば
、
加
藤
支
部
長
の
挨

拶
で
始
ま
り
、
来
賓
と
し
て
小

野
校
友
会
副
会
長
よ
り
校
友

会
の
近
況
並
び
に
活
動
報
告

の
お
話
を
い
た
だ
き
、
ま
た
馬

場
教
授
か
ら
は
大
学
の
近
況

報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

加
藤
支
部
長
に
よ
る
議
長

の
も
と
、
議
事
に
入
り
、
全
議

案
全
会
一
致
に
て
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
後
は
、
横
浜
市
が
瀬
谷

区
に
て
開
催
を
予
定
す
る
「
２

０
２
７
年
国
際
園
芸
博
覧
会

（

略

称

 
: 

G
R

E
E

N
×

E
X

P
O

2
0
2
7

）
」
に
つ
い
て
、

校
友
の
横
浜
市
役
所
の
岩
間

貴
之(

平
９-

造)

氏
に
よ
る
Ｐ

Ｒ
と
校
友
へ
の
協
力
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。 

記
念
講
演
で
は
、
校
友
で
山

北
に
て
新
規
就
農
で
酪
農
を

始
め
ら
れ
た
花
坂
薫(

平
24-

お便りお待ち 
していま〜す♪ 

神
奈
川
県
支
部
総
会 

開
催
さ
れ
る 

農大校友会ＨＰ 

会
員
・
役
員
の
お
誘
い 
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産
食
）
氏
に
よ
る
『
山
地
酪
農

で
牛
と
共
に
作
る
山
』
と
い
う

演
題
で
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

花
坂
氏
は
、
網
走
の
オ
ホ
ー

ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
の
生
物
産

業
学
部
食
品
科
学
科
を
卒
業

後
、
岩
手
県
の
岩
泉
町
の
な
か

ぼ
ら
牧
場
に
就
職
し
、
２
０
１

８ 
(

平
成
30) 

年
に
単
身
で

山
北
の
標
高
７
０
０
ｍ
の
大

野
山
山
頂
付
近
に
8.8

ha
の
土

地
を
借
り
て
、
薫
る
野
牧
場
を

開
始
。
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
を
放
牧

し
、
牛
乳
等
の
製
造
販
売
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
年
の
３
月
に
テ
レ
ビ
朝

日
の
「
ぽ
つ
ん
と
一
軒
家
」
に

出
演
さ
れ
、
見
ら
れ
た
方
も
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
牧
場
の
立

ち
上
げ
か
ら
、
永
続
可
能
な

「
山
地
酪
農
（
や
ま
ち
ら
く
の

う
）
」
の
実
践
で
山
を
守
り
な

が
ら
牧
場
を
経
営
す
る
苦
労

等
、
引
き
込
ま
れ
る
お
話
で
、

参
加
さ
れ
た
皆
様
は
真
剣
に

見
聞
き
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

懇
親
会
は
同
会
場
に
て
、
久

し
振
り
の
再
会
を
喜
び
、
講
師

の
花
坂
氏
と
そ
の
家
族
を
交

え
て
、
近
況
や
親
交
を
深
め
ま

し
た
。 

最
後
は
、
応
援
団
Ｏ
Ｂ
の
服

部
樹(

平
19-

国
企
）
氏
の
リ
ー

ド
で
学
歌
斉
唱
、
エ
ー
ル
と
共

に
青
山
ほ
と
り
（
大
根
お
ど

り
）
を
全
員
で
踊
り
、
盛
況
裡

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 
 ✽

✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽ 

去
る
９
月

15

日(

祝･

月) 

藤
沢
市
民
会
館
第
１
展
示

ホ
ー
ル
に
て
、
湘
南
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ(

Ｓ
Ｕ
Ｃ)

親
睦

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

本
年
は
駒
澤
大
学
神
奈
川

県
南
支
部
様
が
幹
事
校
を
務

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
加
盟

14
校
81
名
に
て
催
行
さ
れ
、

当
会
か
ら
は
７
名
参
加
と
な

り
ま
し
た
。
同
テ
ー
ブ
ル
は
同

役
職
・
同
年
代
と
配
慮
さ
れ
、

見
知
っ
た
方
、
毎
年
こ
ち
ら
で

お
会
い
す
る
方
な
ど
様
々
で
、

親
睦
を
深
め
、
盛
況
裡
に
終
わ

り
ま
し
た
。 

記
念
講
演
は
駒
澤
大
学
卒

の
曹
洞
宗
浅
間
山
（
せ
ん
げ
ん

ざ
ん
）
興
教
寺
（
厚
木

市
）
の
浅
摩
泰
真
（
あ

さ
ま
た
い
し
ん
）
住

職
に
よ
る
『
仏
教
の

学
び…

い
ま
さ
ら
聞
け
な
い

「
仏
教
の
歴
史
や
教
え
、
作
法

な
ど
」
』
と
い
う
演
題
で
、
よ

く
通
る
声
で
優
し
く
解
説
下

さ
い
ま
し
た
。 

こ
の
世
の
あ
ら
ゆ
る
物
事

は
、
単
独
で
は
存
在
で
き
ず
、

多
く
の
「
縁
」
（
間
接
的
な
条

件
や
関
わ
り
合
い
）
が
重
な
り

合
う
こ
と
で
成
立
す
る
と
い

う
「
衆
縁
和
合
」
の
精
神
で
、

多
く
の
存
在
と
繋
が
っ
て
生

き
て
い
る
と
い
う
貴
重
な
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仏
教

の
実
践
の
一
つ
と
し
て
座
禅

が
あ
り
、
そ
の
仕
方
と
実
際
に

会
場
の
皆
様
で
体
験
を
し
、
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

講
演
は
駒
澤
大
学
ら
し
い

特
色
で
、
駅
伝
で
は
常
連
伝
統

校
で
有
名
で
す
が
、
大
学
の
成

り
立
ち
を
知
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。 

各
大
学
の
ア
ピ
ー
ル
で
は

ク
ジ
引
順
で
イ
ベ
ン
ト
感
が

あ
り
、
全
員
壇
上
に
立
ち
、
一

体
感
を
体
感
し
ま
し
た
。 

 

✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽ 

   

こ
の
度
、
当
会
副
会
長
の
大

久
保
泰
明(

昭
51-

短
農)

氏
が

令
和
７
年
春
の
叙
勲
に
て
、 

「
瑞
宝
双
光
章
」 

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

大
久
保
氏
は
「
Ｊ
Ａ
さ
が
み

わ
い
わ
い
市
寒
川
店
」
で
お
馴

染
み
の
野
菜
農
家
（
大
久
保
農

園
）
で
、
多
忙
の
傍
ら
長
き
に

亘
り
寒
川
町
の
消
防
団
で
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
団

長
と
し
て
熱
意
を
も
っ
て
職

務
に
あ
た
り
、
多
く
の
後
進
の

育
成
に
も
貢
献
さ
れ
、
そ
の
功

績
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
度
の
ご
受
章
の
栄
誉

に
輝
か
れ
ま
し
た
こ
と
、
会
員

一
同
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し

上
げ
る
と
共
に
、
今
後
益
々
の

ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

第
27
回
湘
南
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ

（
Ｓ
Ｕ
Ｃ
）
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
！ 

GREEN×EXPO 2027 山北 薫る野牧場  

叙 

勲 
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今
年
も
皆
様
の
ご
厚
意

に
よ
り
会
報
を
お
届
け
で

き
ま
し
た
。
日
頃
Ｏ
Ｂ
会

活
動
に
ご
協
力
下
さ
り
ま

し
た
方
々
に
は
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

来
年
正
月
の
箱
根
駅
伝

は
、
昨
年
の
惜
敗
を
乗
り

越
え
２
年
振
り
の
出
場
と

な
り
ま
し
た
。
応
援
に
は

多
く
の
校
友
が
集
ま
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
後
輩･

親
睦
の
た
め
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

【
橋
本
】 

 

日
本
人
に
は
馴
染
み
深

い
駅
伝
と
い
う
長
距
離
リ

レ
ー
で
す
が
諸
外
国
で
は

類
を
み
な
い
競
技
と
の
こ

と
。
特
に
箱
根
は
、
一
区

間
当
た
り
の
距
離
が
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
と
同
じ
。
他

駅
伝
に
比
べ
最
大
約
３
倍

長
い
距
離
を
走
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
選
手
に
は
過
酷

で
す
が
、
見
る
方
も
ド
ラ

マ
が
生
ま
れ
ま
す
。
い
つ

か
国
際
的
に
メ
ジ
ャ
ー
競

技
と
な
っ
て
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
も
見
ら
れ
た
ら

と
夢
見
ま
す
。
【
浅
間
】 

編
集
後
記
♪ 

《 湘南なぎさ会 会員会費・第１０２回箱根駅伝競走支援募金のお願い 》 
 

●毎年のお願いになりますが、湘南なぎさ会会費の会費（２，０００円）の納入をお願いいたします。 
●皆様のご厚意にて、会を運営させて頂いており、当会の活動・運営に活用させていただきます。 
●まだご納入されておられない方は、誠に大変恐縮でございますが、郵便払込用紙（ゆうちょ銀行）を同封 

しますので、１２月２０日までにご納入賜りますよう、お願い申し上げます。 
●来年正月は、２年振りに箱根駅伝に戻ってきます。校友会神奈川県支部として、「第１０２回東京箱根間往復 

大学駅伝競走」(箱根駅伝)の応援支援、並びに支援募金を募集する運びとなりました。 
●当会も校友会本部・県支部と連携し、応援・準備と併せて、第１０２回「箱根駅伝競走」支援金として募ります。 
●会員会費と併せまして、お願いばかりでございますが、重ね重ね宜しくお願い致します。 

 

       ★★会費・箱根駅伝支援金の納付についての問い合わせ・ご納付先★★ 
        会  計  浅間祐一  藤沢市辻堂元町６-１２-１３ 

            Ｔ Ｅ Ｌ  ０９０-２６３６-２３５７   E-Mail  asama.com@k3.dion.ne.jp 
 

  郵便振替  ００２５０‐３‐９８５５８ （郵便局振替払込口座番号） 
口座名義  東京農業大学校友会 神奈川県支部 湘南なぎさ会 

   

           ★★箱根駅伝応援・選手支援についての問い合わせ・連絡先★★ 
             幹 事 長  橋本利男  藤沢市羽鳥４-９-２ 
             Ｔ Ｅ Ｌ  ０４６６-３６-５４２４   Ｆ Ａ Ｘ  ０４６６-３５-５６３２ 

   

役　職 氏　名 住　　　所 電　話 卒年―学科

会　長 神田　務 藤沢市湘南台 昭45-造

大久保泰明 寒川町小谷 昭51-短農

渋谷忠宏 藤沢市西俣野 昭53-農

幹事長 橋本利男 藤沢市羽鳥 昭51-造

副幹事長 後藤茂樹 海老名市今里 昭51-林

井出一浩 寒川町宮山 昭61-短農

会　計 桂田　孝 鎌倉市西鎌倉 昭54-造

浅間祐一 藤沢市辻堂元町 平９-産生

幹　事 高井博文 藤沢市亀井野 昭42-経

三堀雅道 茅ヶ崎市円蔵 昭44-造

長嶋喜満 藤沢市宮原 昭48-造

谷　博人 寒川町宮山 昭50-造

平牧直樹 茅ケ崎市柳島 昭54-経

前田静男 藤沢市宮原 昭57-工

高橋芳嗣 茅ヶ崎市円蔵 昭62-短農

尾嶋　博 藤沢市西俣野 平４-林

内野宏幸 藤沢市宮原 平５-産生

帖佐寛樹 藤沢市鵠沼海岸 平10-開発

熊山将敏 藤沢市獺郷 平12-短緑

田島伸樹 藤沢市湘南台 平12-短緑

監　事 初見直義 藤沢市辻堂元町 平10-造

相談役 浅場　亘 藤沢市本鵠沼 昭44-造

青木正保 寒川町宮山 昭53-造

役　員　名　簿
(令和７～８年度)

副会長


